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      戦略的大学連携  Ｎｏ．１６ 2010 年  4 月  30 日       
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********************************************************************* 

キャンパスリポーター賞の選考に関わって  

********************************************************************* 

 「キャンパスリポーター賞」は、大学内の行事や地域連携のニュースなどを

取材し中国新聞のウェブサイト「リポーター発」や紙面に積極的に発信した学

生（キャンパスリポーター）を顕彰する賞で、平成 21 年度末、中国新聞社と教

育ネットワーク中国が共同で設けたものです。私は、初回の同賞の選考に関わ

る機会をいただきましたが、その過程で、発信した学生にとっての意義をあら

ためて認識するとともに、この事業が大学間連携事業としての意義も有してい

ると感じましたので、その感想の一端を紹介させていただきます。  

 キャンパスリポーターの目的は、「キャンパス内外の学生に関する話題、出来

事などを発信していただき、キャンパスと読者・地域との橋渡しをしていただ

くこと」。そして、「学生たちに活字に慣れ親しんでいただき、コミュニケーシ

ョン力の向上にも資すること」でした。選考を通じて、受賞者の皆さんの新鮮

な視点・問題意識に基づく情報発信に感心し、前述の二つの目的が十分に達成

されていることを実感しました。キャンパスリポーターが発信した記事は、文

字どおり「甲乙つけ難い力作ぞろい」でした。このことは、受賞者が当初の予

定の５名から６名に増えたことからも明らかです。また、３月 26 日に中国新聞

社であった表彰式での受賞者の声（４月４日付け中国新聞掲載）からも明らか

でした。  

さらに、選考を通じて、各大学発の多様な情報の全体に触れることになりま

したが、その情報の広がりに、地域に立地する大学の連携事業としての側面を

感ずることができました。すなわち、それは、個々の記事では、リポーターは

所属大学等での学びや学生生活について発信していますが、全体的には、リポ

ーターが学んだ地「広島」で学ぶことの意義や魅力、広島での学びの幅の広さ

を発信している、と感ずることができたのです。キャンパスリポーターの制度

や学生諸子が、広島の大学等を目指す若者が増えることに貢献しているのでは、

と大いに期待しております。  

最後になりましたが、この制度を立ち上げ、粘り強く、丁寧なご指導をいた

だき、さらに、キャンパスリポーター賞を創設していただいた関係各位に厚く

お礼を申し上げます  

 

県立広島大学 副学長（教育・学生支援担当） 藤井  保  

 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓  

  進  捗  状 況  

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛  

ＩＣカードを活用したひろしまカレッジは 2 年目を迎えました。今年度は、

新たに「大学で開講する公開講座」を開講します。  

4 月 24 日（土）に開講された広島修道大学の講座では、ＩＣカード受講証を

新しく 116 枚発行しました。市民の方々が受講証を持つことで、他の講座への

関心が広がることを期待しています。  



 「高大連携による過疎地域の人材育成」のなかの「高大連携遠隔授業」を三

次高校、庄原格致高校、向原高校、日彰館高校で開講します。前期（6～8 月）

は 6 大学 10 科目、後期（10～11 月）は 6 大学 1 短期大学部 10 科目の科目提供

の希望がありました。  

 「高大連携公開講座」二次募集を開始しました。今年度の「中高大連携講座」

は、三次高校と向原高校は 7 月 17 日（土）、庄原実業高校と日彰館高校は 7 月

24 日(土)に開講いたします。  

現在、高校に対しては希望を調査しています。大学には 5 月上旬に講座提供

を依頼します。  

                              （事務局）  

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓  

  会  議  報 告  

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛  

4 月 19 日（火）  

第 1 回戦略的大学連携運営委員会（広島国際学院大学立町キャンパス）17 時～  

 

┏━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┓  

  お  知  ら せ  

┗━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━┛  

◆「高大連携による過疎地域の人材育成」プログラム  

2009 年度実施状況  

http://www.enica.jp/senryaku/program1.html 

 

◆2010 年度「ひろしまカレッジ」各講座の受講生を募集しています。  

http://www.enica.jp/hiroshima/ 

 

◆ひろしまカレッジメールマガジンの登録を開始しています。  

携帯 maga@enica.jp に空メール、ＨＰhttp://melmaga.enica.jp/から登録  

 

********************************************************************** 

＜発行：問合せ先＞  教育ネットワーク中国  

〒730-0011 広島市中区基町 10-3（広島県庁内  自治会館 3 階）  

TEL 082-209-8044 FAX 082-209-8045 

E-mail office@enica.jp  URL http://www.enica.jp/ 

※等幅（固定幅）フォントでご覧ください。  

※お預かりする個人情報は、適切に管理し、承諾なく上記の目的以外に利用す  

ること、第三者に開示することは一切ありません。  

※内容の無断転写を禁止します。  
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